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白黒スライ ドの作り方

Iはじめに

ここでスライドの作成といっても，コンテ，編

集，撮影などの事前作業は含まれない。一応それ

らの作業を完成して，その出来上がったネガフイ

ルムからポジフイルムを作り，それをマウント

（枠）にはめて，ひとコマスライドにするか，ま

た長巻きスライド（フイルムストリップ）にする

工作的な作業である。

従来，黒白スライドの作成は高度の技術を必要

とするので，一般の人には殆んど手がつけられな

かった。それは薬品を使う現像，定着などの暗室

作業の承ならず，その上にフイルムの水洗，乾燥

などと完成するまでに少くとも60分以上の時間を

必要としたからである。ところが最近では科学の

進歩によって新しい機械と材料が開発され，上述

の暗室，薬品処理，水洗作業を必要としないばか

りか，明るい所でわずか２～３分で仕上るように

なってきた（ひとコマスライドの場合）。しかも

その機械の操作は非常に簡単で，小学校５，６年

生の子供たちから婦女子を問わず誰にでも出来る

という便利さである。

なお今回は，カルバーセット（商品名）を用い

てのスライドの作り方について説明することにす

る。

Ⅱスライドの種類

スライドは色により，サイズにより，または形

態によって種々と分類の基準があるので，ここで

取扱うスライドについて簡単に説明することにす

る。

１色により

色によると黒白とカラーの二つがある。ここで

取扱うのは前者の黒白である。カラーの現像は特

殊な技術，設備を必要としまた一度にフイルム

１，２本を処理しては不経済になるので，専門店

に任すことをすすめたい。

２サイズにより

３５ミリフイルムを使うものには，ダブルプレー

ムとシングルフレームがある。

ダブルフレーム：

ダブルフレームは，最も多く一般に普及してい

るものである。フイルムの画面は，２４×３６ミリに

なっているが，各辺がいくらか枠にかかるために

仕上りは23×３４ミリになる（図１）。また，画面

は縦にも横にも使われる。
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シングルフレーム

これも同じく３５ミリフイルムを使うものである

が，画面の大きさは１８×２４ミリで，ダブルフレー

ムの殼サイズになっている｡また，はめこみの場

合，いくらか枠にかかるので仕上りは１７×23ミリ

となる（図２）。枠はダブルフレームと同じく５０

×５０ミリであるため，プロジェクターは共通であ

～
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る。同じ１本のフイルムでもダブルフレームの２

倍の数の写真が撮れるので，その点では経済的で

ある。撮影にはハーフサイズのカメラを用いる。

３形態により

スライドは形態によってひとコマスライドと長

巻きスライドに区別される。
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Ⅲ作業工程ひとコマスライド：

これは俗にいうスライドで，ひとコマごとの写

真が切り離されて枠（フレイム）にはめこまれて

いる（図１，２）。以前はガラス製の枠もよく用

いられたが，現在は殆んど厚紙に代っている。

長巻きスライド（フイルムストリップ）：

西洋ではフイルムストリップとよんでスライド

と明確に区別している。ムービーフイルムのよう

に普通20～30コマの写真が連続して１本のフイル

ムにつながり，絶えずロール状になっている。

また，ダブルフレームの場合は画面は全部横位

置になり，フイルムは横送りされる（図３）。シ

ングルフレームでは画面は横位置になっている

が，映写の場合はムービーフイルムのように縦に

送られる。（図４）

機械と材料

焼付器（商品名：カルプリンター）

現像器（商品名：カルディベロパー）

フィルム収納マガジン

ポジフイルム（商品名：カルバーフイノレ

ム）

ネガフイルム（現像済み）

フイルムマウント（枠）
●
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２．準備

ネガフイルムを下にしてポジフイルムと合わせ

て焼付器にのせ，上蓋を閉じる。その場合，両方

のフイルムの膜面（光沢の少ない面）と膜面を合

せること（図５）。そうしないと像がボケて不鮮

明になる。
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榛外練

３．焼付け

焼付器の上蓋を閉じたら右手のセルフタイマ

ーを矢印の方向に回して露光時間を決め，ボタン

を押して紫外線を照射する。下の標は大体の標準

露出標準時間である。必ずしも厳密な区一切りでは

ないので，その時間を中心にある程度加減する必

要がある。実験の結果では多くの場合，むしろそ

の時間より少な目の方がよい結果を出している。

標準露光時間
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露光時間'90秒(目盛4)'120秒(目盛5)'140秒(目盛7）
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現像が終ったフイルムは定着や水洗も不要，そ

のまま１コマづつ切り取ってマウント（枠)にはめ

る。その場合，表裏，上下を確めて図面の４辺が

均等に枠にはまることが大切である。これで仕上

り，すぐ映写に移れる。なお焼付け，現像を済ん

だポジフイルムは切断しなければ，そのままフイ

ルムストリップとして使える。

（古謝瑞幸）

、

４．現像

露光時間が終ると自動的に紫外線をさえぎるフ

ィルターが落ちるので，ふたをあげ，ポジフイル

ムだけを取り出して現像器にさし込む。フイルム

は自動的に送られて１枚当り，約１秒の速さで現

像される。（現像には120°Ｃの温度を必要とし,

スイッチを入れてから１０分ぐらい十分に現像器を

温めること）。
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